
地域に根ざしたボランティア活動
福岡県立朝羽高等学校

○ はじめに

本校は、大分県日田市と隣接する県境にあり、すぐ近くを筑後川が流れる山紫水明の素晴らし

い教育環境にあります。近年、地域産業経済環境の変化及び児童生徒数の減少等により、本校へ

の入学者数の漸減傾向が続き、数年前まで定員割れが続いていました。

このため、時代の変化に対応した学科のあり方を研究し、本校教育の改善と充実を図るため、

平成３年度学科再編を行い、学校再生を目指し教師と生徒が一丸となって、地域に根ざした学校

づくりに取り組んできました。そして、平成１５年度は創立１１０周年を迎えるにあたり、３ア

ップ運動を全校生徒のモットーとしています。

①マナーアップ あいさつ運動や礼儀・エチケットなど

お互いを思いやる豊かな心を育てます。

②クリーンアップ 校内や町内を清潔な環境に保つ運動です。

心の中もクリーンにします。

③パワーアップ 学習に励み、資格取得に意欲的に挑戦し、

たくましく生きる力を身につけます。
今年度「豊かな体験活動推進事業」を学校活性化の中心として位置づけ、産業技術科Ⅰで取り

組みました。

◎産業技術科Ⅰ

合技術コース・総

園芸、果樹生産、システム機械の制御･加工組立などに活躍できる総合的な技術の育成

経済コース・情報

産業全般に関する学習を通して、事務･販売･ サービスについての能力の育成

１ 取り組みのねらい

地域とともにボランティア活動の取り組みを推進し、地域に根ざした信頼される学校(1)

づくりを行います。

(2) 学習指導と進路指導の充実を図り、生徒が自信と誇りと夢を持っていきいきと学習できる

学校づくりを行います。

(3) 選択科目や類型の設定により生徒の個性に応じ、個性を最大限に伸ばす真の人間教育を展

開します。

(4) 普通科・産業技術科Ⅰの内容の更なる充実・発展を目指します。

２ 重点目標

(1) 地域から必要とされる学校づくりを目指します。

(2) 活動をとおして自ら課題を見つけるとともに、それを解決する能力を高め、達成感・成就

感を味わうようにします。

(3) 活動をとおして、農業に関する知識・技術を習得します。

(4) 地域との交流で地域産業を理解し、郷土愛を高めるとともに今後の職業観を育成します。

３ 計画を作成するにあたって

新しい取り組みを始めるという意識ではなく、本校が今まで取り組んできたさまざまな活動内

容を見直し、継続するもの、さらに発展させるものを精選していくことを学校全体で確認するこ
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とから始めました。

本校が積極的に取り組んでいるボランティアの内容

１） ボランテイア活動

・全校一斉町内清掃活動（中学校区親子一斉清掃活動）

・バスセンター・ＪＲ駅の清掃活動 ・保育所訪問（エプロンシアターや遊具製作等）

・独居老人への弁当宅配、年賀状、暑中見舞い配達、介護実習、交流活動等

２）あいさつ運動

３）障害者理解運動

・手話コーラス、劇 ・車椅子体験 ・点字本の制作 等

４）学校支援委員会の組織

校長 教頭 農場長 「 推進活動支援委員会」豊かな体験活動推進委員会

ＰＴＡ代表、後援会代表

「農業研究促進委員会」 同窓会代表 ６名

産業技術科Ⅰ職員 １０名

４ 教育課程上の位置づけ

産業技術科Ⅰにおいては、全ての取り組みについて１年生は「産業基礎」、２・３年生につい

ては「総合実習」としました。

主な活動の計画（予定）

学年等 体験活動の種類・内容 期間・日数・ 教育課程上 活動の場所 活動の対象 指導者
単位時間数 の位置付け

１年 花苗製作 ４月 産業基礎 校内圃場 生徒 教職員
４時間

１年 環境美化活動 ７月 産業基礎 杷木地区 生徒 教職員
４時間

２年 勤労生産活動 ５月 総合実習 バサロ前 保育所 教職員
イモ苗の定植 ８時間 ヒマワリ園 敬老会

圃場 生徒

２年 勤労生産活動 １１月 総合実習 バサロ前 保育所 教職員
イモの収穫 ８時間 ヒマワリ園 敬老会

圃場 生徒

３年 農業支援サポ－ト １１月 総合実習 各農家 生徒 農家
カキの収穫体験 ２４時間 教職員

２年 地域保全活動 １０月 総合実習 松末地区の 生徒 農家
環境美化 １６時間 棚田 地域住民 教職員
棚田の保全 農家

（活動の実施状況）５ 活動の概要

学年等 体験活動の種類・内容 期間・日数・ 教育課程上 活動の場所 活動の対象 指導者
単位時間数 の位置付け

１年 町内花いっぱい運動 １年８時間 産業基礎 校内 生徒 教職員
２年 ・花苗作り、植え込み 役場・警察署 (４人)

・プランター作り ２年２時間 総合実習 高速・小中学
・町内の飾り付け 校
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勤労体験活動 久喜宮保育 教職員
２年 ・イモ苗植え付け ２年 総合実習 杷木町原鶴 所、松末保 推進委員

・肥培管理 １２時間 借地圃場 育所、杷木 １８0名
・収穫 小学校、国

際ｿﾛﾌﾟﾁﾐｽﾄ

３年 環境美化活動（棚田） ３年 総合実習 杷木町松末 生徒 教職員
・草刈り １２時間 中村地区棚田 杷木町教
・石垣補修 育委員会
・耕運 推進委員
・彼岸花の植え付け １２名

３年 環境美化活動 ３年 甘木市 教職員
（平塚川添遺跡） ４時間 総合実習 平塚川添遺跡 生徒 甘木市役
・草刈り 所
・耕運 (6名）
・彼岸花の植え付け
地域イベントへの参加 杷木町原鶴

２年 ２年８時間 総合実習 （ｻﾝﾗｲｽﾞ杷 生徒 教職員
３年 ・フェスティバルＩＮ 木） １2名

杷木 ３年８時間 吉井町
・吉井白壁祭り 文化センター

３年 農家支援サポート事業 ３年 総合実習 杷木町内の 生徒 農家
・高齢農家の柿収穫作 １６時間 農 家３軒 教職員
業補助 １０名

公民館活動協力 １６時間 総合実習 公民館農場 生徒 公民館・

６ 活動の評価及び成果

(1) 町内花いっぱい運動については、町内活動の一環として行い役場・派出所・高速道路入り口・

中学校・小学校・保育園にプランターの飾り付けを行いました。過疎化が進む町全体を明るくす

るための取り組みです。生徒達は豊かな心と郷土愛に触れられたと思います。

勤労生産活動においては、いままで地域の保育園児・幼稚園児を招待し、芋掘り体験交流を実(2)

践してきました。しかし単に「ほる」という活動から「育てる」ことを目的とした取り組みを行

い、自分たちが植え付けた芋苗が大きく育ち収穫できることで、保育園児・幼稚園児・小学生等

の喜びはより大きく、勤労観も大きく育ったことと思います。

(3) 環境美化活動で行った「棚田」の修復及び彼岸花の植え付けは、浮羽町の棚田が有名であり、

地元のボランティアの方々が、彼岸花植え付け活動を行っています。杷木町内にも棚田があり、

かなり荒廃していることを聞きました。そこで、杷木町の棚田にも彼岸花が咲き乱れる光景を作

りたいと考え美化活動に取り組みました。３年生全員で１３枚の棚田の草刈りから耕運、石垣の

補修まで行い、その後４，０００球の球根を植え付けました。見違えるような棚田に生まれ変わ

ると同時に来年の彼岸花の咲き乱れる風景が見えるようでした。生徒たちは、文化と伝統を守り

育むことの喜び、成就感が育成されたと思います。

また、３，０００球ほどの球根を、甘木の「平塚川添遺跡」に植え付けました。この取り組み

では、浮羽町から杷木へ、そして甘木へと秋を彩る彼岸花が広がっていく素晴らしい夢を与えて

くれたと思います。

農家支援事業では、町内の農家の高齢化が進み特に柿農家の担い手が不足している現状があり(4)

ます。そこで、果樹専攻の生徒を中心に、柿の収穫作業を手伝うことにしました。依頼のあった

農家からは１１月に生徒の協力を求められましたが、期末考査等の関係から１２月４・５日に実

施しましたが、生徒にとっては普段の学習成果を学校外において発揮することが地域の方々、農
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家の方々に喜ばれ学習に対する意欲の向上につながったと思います。また公民館活動「グリーン

ツーリズム運動」への協力で行った花壇作りは町の方々に喜ばれ作り上げる喜び、成就感が育ち

ました。

今回の事業をとおして特に感じたことは、町の協力体制の素晴らしさにあると思います。事業を行

うときの紹介や農家募集等では町内放送、そして町の広報誌を利用した事業報告などあらゆる場面で

協力を頂きました。

１年間の事業をとおして、生徒にボランティア精神の向上、働く喜び、そしてなによりも朝羽高校

の生徒であることの誇りをつかんだものと思います。ただ、ほとんどが学校外の活動のため、天候や

他の校種との調整に随分苦慮しました。しかし、地域行政その他各種ボランティア団体に協力してい

ただき、比較的すべての計画をスムーズに実施出来たことに感謝しています。

７ 今後の課題

(1) 町全体で取り組む大きな柱の確立

今年度は、杷木町内の小・中・高がそれぞれに取り組みを行いましたが、杷木町としての「大

きな柱」がなく来年度に向けて町としての目標を作り、その目標に向かってそれぞれが協力しあ

う体制を作り上げる必要があると考えています。

(2) 校種間連携等の事業の推進

小学校と中学及び高校との校種間連携の必要性を痛切に感じました。それによって、取り組み

の成果がより大きくなってくると考えます。

(3) 生徒の安全な移動手段の確保

今年度、学校外のさまざまな場所で事業を展開しましたが、安全な生徒移動の手段を確保する

ことが急務です。
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